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でロンドンへ運ばれ、キュー植物園到着の翌6月15日には温室内で発芽実験が開始された。
4.植民地へ
7万個のうち2800種子が発芽したことは、この大作戦の大成功を意味する。結局、翌1877年、
1900本の苗木がセイロンの王立植物園に送られた。このとき、かつてマラリアの特効薬のキニ
ーネをとるため、キナノキをアンデスから運んだとき役に立った一種のポータブル温室(ウォ
ードの箱)に苗木を入れて輸送した。この箱がイギリスからインド洋を渡るゴムの木の長い船
旅を可能にしたわけである。そして、これらのゴムの苗木はまずセイロンで見事に成長した。
その後シンガポールの王立植物園にもゴムの木を移植し、ここでもゴムの木は立派に育った。
これら「母の木」から苗木はさらに東南アジアの植民地につぎつぎと移植された口その結果、 20
世紀に入るや、東南アジアにおけるゴムの生産は飛躍的に上昇し、第1次世界大戦の頃にはブラ
ジルにおける生産の2倍を越すにいたった。こうして、大英帝国はセイロン(スリランカ)およ
びマレ一半島でゴム農園の経営に成功し、ゴム生産はその植民地政策による経済的発展に大き
く寄与した。
5. はたして密輸だったのか
主役の一人、ウイツクハムはゴム移植の功によりナイト (Sir)の位に列せられた。果たして
彼はパラゴムの種子を非合法に盗みだしたのであろうか。それとも、ブラジル政府の正式の許
可を得て運び出したのであろうか。その真相は実のところはっきりしない。現在、両論あり、
どちらが正しいのかを判断する充分な証拠に乏しい。しかし、このパラゴムの搬出が合法的に
おこなわれたにしろ、あるいは密輸であったにしろ、「大」英帝国と「小」ブラジルの聞の国際
的関係が背後にあったことは確かであろう。
キュー植物園から移植されたゴムの「母の木」のうち、シンガポールのものはのちに枯死し、
現在は「パラゴム移植記念碑」がシンガポール植物園内の北の一角に建てられている。しかし、
セイロンの母の木は健在ときく。
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「植物ホルモンの働き」
ホルモンといっても、植物の場合、動物のそれとは異なる口というのは、植物のホルモンの
場合、ホルモンを生産する特定の器官(腺)もホルモンが特異的に作用する特定の器官(標的
器官)もないからである。つまる、植物“ホルモン"とは一種の便宜的な呼び名であって、正
式には“成長物質"という。さらに、これらの物質が植物に対する環境要因の刺激を伝達する
働きをもっという点も動物の場合とは異なる。しかし、植物ホルモンと呼ばれる物質は植物体
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で生産され、体内を移動して微量で作用するという点では動物のホルモンと似ているので、一
般には“ホルモン"の名が使われる。
現在、 6種類の物質群が植物ホルモンとして知られている。これらのホルモンの代表的な生理
作用は表1にまとめたとおりである。
植物ホルモン
オーキシン
ジベレリン
表1.植物ホルモンの生理作用
前駆体 生理作用
トリプトファン 細胞伸長の促進
(アミノ酸) 発根誘導作用
メヴアロン酸
根の成長阻害
単為(受精によらない)結実の促進
カルス(脱分化した細胞)の誘導
木部の誘導
成長の促進
休眠打破、発芽促進
単為結実の促進
サイトカイニン アデニン
加水分解酵素の誘導
細胞分裂の促進
アブシジン酸
エチレン
メヴアロン酸
メチオニン
(アミノ酸)
フやラシノステロイド ステロイド
く人間生活と植物ホルモン>
細胞分化の誘導(オーキシンと)
老化の抑制
気孔の開孔
器官(果実や葉)脱離の促進
老化の促進
気孔の閉鎖
成長の阻害
他のホルモン作用の桔抗阻害
器官脱離の促進
果実の成熟促進
伸長成長の阻害(イネのみ促進)
一般に他の促進的なホルモン作用に類似
伸長成長の促進
根の成長阻害
着果の促進
老化の促進
ホルモンを含む多くの有機化合物は、人間にとって利益をもたらすと同時に、使いようによ
っては害になることもしばしば起こる。これらの物質はいわば「諸刃の剣」ともいえる。植物
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ホルモンのうち、オーキシンは天然のものはIAA (インドール-3-酢酸)であるが、多くの合
成オーキシンが知られており、 2、4-D (2、4-ジクロロフエノキシ酢酸)などは除草剤とし
て広く用いられ、農業上、人類に多大の利益をもたらした。反面、ヴェトナム戦争のとき他の
有害物質と混合しこれらの除草剤を、アメリカ軍が“枯れ葉作戦"に用いて悪名をあげた。
オーキシンが人間に有効に用いられる可能性を求める研究がある。東京大学名誉教授の八巻
敏雄博士らは、 IAAが細胞分裂の盛んな若い組織で合成されること、また IAAが動物細胞で
も若い細胞分裂の盛んな組織で合成されることに注目し、ガンの診断に IAAの量的変動を用い
る可能性を検討してきた。もともとオーキシンは1934年、オランダ、ウトレヒト大学の有機化
学者ケーグル (Kogl)教授らによって人尿から初めて分離、同定された。また動物組織におけ
る IAAの合成は動物の種類、器官の種類、あるいは器官や個体の齢によっても異なることはす
でに1960年代にアメリカのゴードン (8.A.Gordon)らによって明かにされており、動物では IAA
は組織における抗体の生産と関係があるのではないかと推察されていた。植物ホルモンは高等
植物の成長物質であって、人間や動物あるいは微生物には作用しないと考えられてきたが、こ
れらの研究が今後進んでゆけば、人類の生活にとって植物ホルモンが重要な意味をもつように
なるかもしれない。
く農業上の利用>
除草剤としての合成オーキシンの利用のほか、ジベレリンも農業、とくに果樹園芸によく用
いられる。その例は、「種なしブドウ」である。受精させる代わりにジベレリン処理を行い、果
肉を成長させて種子のない、あるいは種子の発育の悪い果実を実らせる。他にも例は多いが、
ここでは最近注目されているブラシノステロイドの利用についてふれることにする口
合成ブラシノステロイドとして農業利用に研究されているのは2、4ー エピブラシノライド(228，
238 )・28ホモブラシノライドなどである。これらのステロイドは植物の成長を全体的に促進
し、増収に役立つ可能性がある。このほか品質向上、塩害、冷害などのストレス緩和作用、農
薬抵抗性の増加、着果促進効果などが報告されている。ただし、農場など野外におけるブラシ
ノステロイドの効果は必ずしも一定せず、地域、気候などの条件によって異なるようで、問題
が多い。とくに中国では有望な結果が得られているそうであるが、アメリカなどではその実用
化には疑問が提出されている。
植物には“嬢性"その他、植物ホルモン合成能欠損に関する突然変異種が多くある。これら
の突然変異種を用いた遺伝生理学的研究が進めば、ホルモンの生理作用もさらに理解され、農
業上、あるいは広く人間生活における植物ホルモンの役割も明かになるであろう。また、長年
の基礎的研究によって、個体、器官、組織および細胞水準における植物ホルモンの作用はかな
りはっきりしてきたが、その作用機構はまだ明かとはいえない。しかし、最近分子生物学的手
法が発達し、その作用が分子水準で明かにされつつある。
以上概説したように、今後植物ホルモンは人類にとって重要な位置を占める可能性があり、
その基礎的および応用的研究が急がれる。 (OhmBulletin 29 : 8-9、1992)
